社会統計学過去問
問題番号が赤字のものは１月１５日現在、授業でまだ扱っていない内容です（だけどたぶんあと２週の内に価格指数はやる気がする…）。持ち込める物は毎年違うので注意です。今年度分は未発表。
2007年度
指定の教科書、電卓の持込を認める。ノートは持ち込み不可。
時間は９０分、解答用紙は両面を使ってよい。解答する順番は任意でよいが、解答した問題番号を必ず明記すること。

1、 日本の統計制度について、次の問いに答えよ。
Ａ）現行の統計法の骨子と改正統計法の特徴を述べよ。
Ｂ）国勢調査の意義と2005年10月に行われた国勢調査の問題点を述べよ。
2、 次の二つの問いに答えよ。
Ａ）出生の状況を示すいくつかの指標のうち、「合計特殊出生率」が特に注目されるのはなぜか。その値が1.31（2006年）であることは何を意味するか、それは長期的にどのような影響を持つか。
Ｂ）平均寿命の伸びが人口の高齢化の根拠としてあげられることが多い。
　　まず、平均寿命の定義を述べよ。次に、人口の高齢化を示す他のいくつかの指標をあげて、日本の高齢化について論ぜよ。
３、「完全失業率」の定義を述べよ。そのうえで、現在の日本における失業の状態を男女別、年齢階層別に分けて述べよ。
4、 日本の家計の消費行動を調査している代表的な統計調査を２つあげよ。
そのうち、毎月行われている家計調査の特徴と問題点について述べよ。
５、次のデータから、ラスパイレス価格指数、パーシェ数量指数、及び金額指数を求めよ。また、それらはどういう関係にあるか。
	
	基準時点
	比較時点

	
	単価（万円）
	数量（台）
	金額
	単価（万円）
	数量（台）
	金額

	自動車
	200
	100
	20,000
	360
	110
	39,600

	パソコン
	50
	1,000
	50,000
	30
	2,000
	60,000


６、国際経済計算体系について、次の問いに答えよ。
Ａ）経済学では、三面等価の原則に基づいて、国内総支出＝国内総生産（＝国内総分配）とされる。統計的に、国内総支出＝国内総生産となるのはなぜか。
Ｂ）国内総支出と国民総支出の違いは何か。
Ｃ）ＧＤＥに関して名目値と実質値の比は何と呼ばれているか。
　　また、これを価格指数と見たとき、どういう性質をもつか。
2006年度夏学期　社会統計学（2006.7.20）　廣松　毅
指定の教科書、ノート、電卓の持込を認める。
時間は９０分、解答用紙は両面を使ってよい。解答する順番は任意でよいが、解答した問題番号を必ず明記すること。

１．日本の国勢調査の特徴と平成17（2005）年調査の問題点について述べよ。
２．（１）～（４）について、それぞれの違いを３行以内で簡潔び説明せよ。
（１）第一義統計と第二義統計
（２）静態統計と動態統計
（３）一次統計と加工統計
（４）無作為抽出と有意抽出

３．人口動態を示すいくつかの指標のうち、合計特殊出生率が特に注目されるのはなぜか。その値が1.25（2005年）であるということは何を意味するのか、それは長期的にどのような影響をもつものか、説明せよ。

４．次のデータについて、以下の問いに答えよ。

	
	基準時点
	比較時点

	
	単価（万円）
	数量（台）
	金額
	単価（万円）
	数量（台）
	金額

	自動車
	200
	100
	20,000
	240
	150
	36,000

	パソコン
	20
	1,200
	24,000
	10
	1,800
	18,000


（１）ラスパイレス価格指数、パーシェ数量指数、金額（比）指数を求めよ。また、それらの関係について説明せよ。

（２）ラスパレイス型およびパーシェ型の価格指数の問題点をそれぞれ述べよ。（必要があれば、上のデータ例を利用して述べよ。）

５．景気動向指数について、以下の問いに答えよ。

（１）好況（拡張期）と不況（後退期）の定義を述べよ。

（２）一致指数が50％を超えているということは何を意味するのか、説明せよ。

（３）遅行系列の中に「完全失業率」含まれている。その定義を述べよ。また「完全失業率」が景気に遅れるのはなぜかを説明せよ。

６．国民経済計算体系について、次の問に答えよ。

A)経済学では、三面等価の原則に基づいて、国内総支出＝国内総生産（＝国内総分配）とされる。統計的に国内総支出＝国内総生産となるのはなぜか。

B)国内総支出と国民総支出の違い。

C)GDEに関して名目値と実質値の比はなんと呼ばれているか？
また、これを価格指数とみたとき、どういう性質をもつか。

2005年度
持ち込みは認めない。時間は90分。解答用紙は両面使ってよい。
解答する順番は任意でよいが、解答した問題番号を必ず明記すること。
1、 日本の統計制度について、以下の問いに答えよ。
（1） 根拠となっている法律とその内容の骨子を述べよ。
（２）日本の統計機構の問題点を述べよ。
２、（１）から（４）について、それぞれの違いを簡単に述べよ。
（１）第一義統計と第二義統計　　　　（２）一次統計と二次統計
（３）全数調査と標本調査　　　（４）無作為抽出と有意抽出
3、 出生の状況を示すいくつかの指標のうち、合計特殊出生率が特に注目されるのはなぜか。その値が1.29（2004年）であるということは何を意味するのか、それは長期的にどのような影響をもつか、説明せよ。
４、経済時系列データについて、以下の問いに答えよ。
（1） データを４つの要素に分解したとき、それぞれ何と呼ばれるか述べよ。
（2） （１）の要素のうち、ほぼ一定の周期で変動するものについて、周期の異なる４つの変動が歴史的に見いだされているが、その周期と主な発生要因を挙げて説明せよ。
（3） （１）の要素のうち、季節によって変動するものについて調整したデータは何と呼ばれるか、調整を行うことでどのような利点があるか、述べよ。
５、次のデータについて、以下の問いに答えよ。
	
	基準時点
	比較時点

	
	単価（万円）
	数量（台）
	金額
	単価（万円）
	数量（台）
	金額

	自動車
	200
	100
	20,000
	240
	150
	36,000

	パソコン
	50
	1,200
	60,000
	30
	1,800
	54,000


（1） ラスパイレス価格指数、パーシェ数量指数、金額（比）指数を求めよ。また、それらの関係について説明せよ。
（2） ラパレイス型およびパーシェ型の価格指数の問題点をそれぞれ述べよ。
（必要があれば上のデータ例を利用して述べよ）
６、景気動向指数について、以下の問いに答えよ。
（１）好況（拡張期）と不況（後退期）の定義を述べよ。
（２）一致指数が44.4％（2005年速報値）であるということは何を意味するか説明せよ。
（３）遅行系列の中に「完全失業率」が含まれているが、その定義を述べよ。また、「完全失業率」が景気に遅れるのは何故かを説明せよ。
【解答例】
2007年度
１、A)戦前の統計を通じての情報統制の反省を活かし、まずは統計調査の目的の明確化し、原則として結果を公表することを定めている。指定統計調査の際に、政府や地方公共団体などに申告を命じられた者や法人はそれに応じる義務がある一方、申告したことによって得られた情報は保護され、目的外使用はされないとしている。しかし、申告を命じられた側がそれに応えない、もしくは虚偽の報告をしたり、情報を得た側が秘密を漏えいしたりした場合には罰則規定がある。（教科書p35参照）
　　　改正統計法は、旧統計法が明治憲法下で施行されていたのに対し、日本国憲法下で試行される。統計データの有効利用の促進や、秘密保護の強化の観点から騙り調査を禁止し、罰則を設ける、などの特徴を持つ。
B)国勢調査は人口センサスとして最大の人口静態調査である。この調査は各行政政策、選挙区などに関する基礎資料を得るための人口、世帯調査となるばかりでなく、各種調査事項を組み合わせることで有益な分析を可能にしたり、労働・住宅・家計関係の標本調査の母集団として活用されたりもする。
　　　しかし、2005年の調査では、騙り調査による個人情報漏洩や、同年初めの個人情報保護法施行による個人情報保護意識の高まりから、調査の拒否が起こるなどの問題が発生した。（教科書p53参照）
２、A)合計特殊出生率は少子化を測る指標の一つで、出生率を再生産年齢の女性の各年齢層について算出して加えている点に特徴があり、そのために注目されている。合計特殊出生率が1.31であることは、一人の女性が一生のうちに産む子供の平均数が1.31人であることを意味し、これは人口の置き換え水準である2.1を切っているので、長期的に見て、この傾向が続けば人口は減少していく。（教科書p70参照）
　　B)平均寿命とは０歳における平均余命を指す。
　　　老年人口指数は生産年齢人口に対する老年人口の割合（％）を表す。戦前は緩やかな減少傾向だったが、戦後は8.3から25.5へと一貫して上昇した。また、老年化指数は年少人口に対する老年人口の割合（％）を示しているが、これも戦前は13程度で安定していた。しかし、戦後に上昇し、2000年の段階では100を超えた。日本の高齢化は少子化と同時並行して起こっており、従属人口指数（生産年齢人口に対する年少人口と老年人口の割合）も減少していることから、生産年齢人口の負担はますます増大すると考えられる。老年人口への社会保障と生産年齢人口へのサポートを同時に考えていかなくてはならない。（教科書p64､p65参照）
３、完全失業率とは労働人口に対する完全失業者の割合（％）を指す。完全失業者とは、就業者ではなくて、調査期間中に就業可能で、休職中であったり、事業を始める準備をしている者、と定義される。（教科書p79）
　　失業は全年齢で見れば男性が5％、女性が4％程である。年齢階層別に見ると、15～24歳での失業率が高い。
４、全国消費実態調査、家計調査
　　　毎月行われているのは家計調査である。二人以上世帯8,000世帯、単身世帯800世帯の収支を調査している。しかし、調査母体が小さいことと、一定期間家計簿をつける形で調査するので、手間がかかることが問題点である。
５、公式については教科書p222、p229参照
　　ラスパイレス価格指数　　　　　　パーシェ価格指数　　　　　　　　金額指数
　　[image: image2.png]360°100+30°1,000
200+100+50+1,000




≒0.943　　[image: image4.png]360°110+30°2,000
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≒0.816　　[image: image6.png]360°110+30°2,000
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≒1.433
答え）　　94.3　　　　　　　　　　　　81.3　　　　　　　　　　　143.3
（分子分母を10,000で通分して計算してあります。答えは基準時点を100とするらしい。）
関係性のほうがよくわからん…。教科書p229に書いてある式かも…？　　
６、A) 国内で生産された財やサービスは必ず何かの用途に利用され生産と同額の支出が行われる。生産で生まれた付加価値は、全て誰かに帰属しているので、賃金や企業所得などに分配される。このため国内総生産 (GDP) は、企業などの生産活動の側から見ても、家計の消費支出や企業の設備投資などの支出側から見ても同額になる。従って国内総生産と国内総支出 (GDE) は等しくなる。
　　B)国内総支出はその人の国籍を問わず、国内で行われた支出の総額であるのに対し、国民総支出は場所を問わず、その国の国籍所有者が行った支出の総額を表している。（教科書p280）
　　C)GDEデフレータ（たぶん）
2006年度
１、2007年１B)参照
２、（１）第一義統計は統計を作成することを目的として行われる統計調査によって得られる統計で、　　　　　　　　　　　　　例として国勢調査が挙げられる。第二義統計は業務上の理由から集めた、もしくは作成した業務記録をもとに作成される統計で、例として貿易統計がある。
　　（２）静態調査は一時点での存在量を示すストックを調査するものであるのに対し、動態調査は一定期間中の動きを示すフローを調査するものである。例として、前者は国勢調査、後者は人口動態統計調査が挙げられる。
　　（３）一次統計とは統計調査の結果から直接得られる統計であるのに対し、加工統計は一時統計に何らかの演算を行って得られた解析的性格を持つ統計である。例として前者は国勢調査、後者は消費者物価指数が挙げられる。
（４）どちらも標本調査を行う際の母集団を選ぶ手法であり、無作為抽出は乱数などを用いてランダムに選定する手法で客観性がある程度保証されるのに対し、有意抽出は調査の企画者が母集団を選定する手法で、主観が入り込む可能性がある。
３、2007年度２A)参照
４、（１）ラスパイレス価格指数　　　パーシェ価格指数　　　　　価格指数
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（答え）　81.8　　　　　　　　　81.8　　　　　　　　122.7
　　（２）価格体系が異なれば購入量の組み合わせも変わるはずだが、これらの指数はこうした点を考慮していない。（教科書p224）
５、（１）好況は一致指数が３か月以上連続して50％以上であることで、不況とは逆に３か月以上連続して50％未満であること。（たぶん）
　 （２）過去１年から半年の景気が拡大傾向であることを示す。
　 （３）定義→2007年度３参照
　　　　労働者側も、不況が長期化すると就業意欲喪失者が増加するが（不況で求人が少なくなり「どうせ就職できない」とあきらめる人が増える）、このため失業者数が減り、失業率を押し下げる要因になり、表面上は景気が回復したかに見える。逆に、景気回復局面では（景気が良くなって求人が増えるだろう、と）新規に仕事探しを始める人が現れるので、かえって就労を希望する「失業者」が増えて、失業率を押し上げることになるから。
６、2007年度６参照
　　
2005年度
１、（１）2007年度１参照
　 （２）わかりません…；；
２、（３）以外2006年度２参照
　 （３）全数調査は調査対象すべてを網羅的に調査する方法であるのに対し、標本調査は調査対象全体から一部を抽出してその部分だけを調査し、その結果から全体についての値を推定する方法である。
３、2007年度３参照
　
４、よくわからん…。
　　たぶん（２）はキチンの波とかのこと？？
５、（１）ラスパイレス価格指数　　　　パーシェ価格指数　　　　　　　価格指数
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（答え）　　75　　　　　　　　　　　　81.8　　　　　　　　　　112.5
　（２）2006年度４参照
６、2006年度５参照
